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 2009 年5 月13 日 

 各   位    

会 社 名 コ ム シ ー ド 株式会社 

代 表 者 名 代表取締役社長 坂入 万弘 

コード番号 3 7 3 9 ･ 名 証 セ ン ト レ ッ ク ス  

問 合 せ先 経営企画マネジャー 高森雄二郎 

（ T E L .  0 3 - 5 2 1 7 - 5 8 1 4 ） 

   

資本金の額の減少、資本準備金及び利益準備金の額の減少 

並びに剰余金の処分に関するお知らせ 
 

当社は、本日開催の取締役会において、2009年6月24日開催予定の第18回定時株主総会におきまして、下記

の通り、財務体質の健全化を図るとともに、株主の皆様に対する利益還元可能な体制の早期実現に向け、繰越欠損

を一掃するため、資本金の額の減少、資本準備金及び利益準備金の額の減少並びに剰余金処分について付議す

ることを決議いたしましたので、お知らせいたします。 

 

記 

 

１. 資本金の額の減少、資本準備金及び利益準備金の額の減少の目的 

当社は本日 （2009 年5 月13 日） 付決算短信等により公表いたしましたとおり、2009 年 3 月期個別決算にお

きまして 279,677 千円の当期純利益を計上いたしました。その結果、2009 年 3 月期末の繰越欠損金は△743,509

千円となりました。 

当社は2009年3月期において、本業回帰や徹底した経費削減を行ったことにより、前述のとおり黒字転換を果

たし安定収益化が進行しております。しかしながら、今後予想する期間収益をもって上記繰越欠損金を解消する

にはなお相当の期間を要することが推測されます。そのため、今般この欠損を一掃し、財務体質の健全化を図る

とともに、株主の皆様に早期に還元ができる体制の実現を目指すことを目的として、会社法第 447 条第 1 項及び

会社法第 448 条第 1 項の規定に基づき、資本金及び資本準備金並びに利益準備金を減少するものであります。

これにより、上記繰越欠損金△743,509 千円は全て解消されることとなります。尚、この資本金、資本準備金及び

利益準備金の減少額は、上記欠損と同額でありますので、減少後においても当社の株主資本 551,528 千円に一

切変動はございません。 

 

２. 資本金の額の減少について 

   2009 年 3 月 31 日現在の資本金の額 663,000,000 円のうち、94,116,767 円を減少させ、資本金を 568,883,233

円といたします。減少する資本金の額は、その全額をその他資本剰余金に振り替えます。尚、資本金減少の方法

としては、発行済株式数の変更は行わず、資本金の額のみを減少する方法によります。 

 

３． 資本準備金及及び利益準備金の額の減少について 

     2009 年 3 月 31 日現在の資本準備金の額 648,500,000 円の全額を減少させ、減少する資本準備金の額の全

額をその他資本剰余金に振り替えます。 

2009 年 3 月 31 日現在の利益準備金の額 892,500 円の全額を減少させ、減少する利益準備金の額の全額を 
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繰越利益剰余金に振り替えます。 

 

４． 剰余金処分について 

     会社法第 452 条の規定に基づき、上記効力が生じた後のその他資本剰余金 742,616,767 円全額を繰越利益

剰余金に振り替え、欠損の補填に充当いたします。 

     この欠損補填により、繰越欠損は一掃することができます。 

 

５． 資本金の額の減少及び準備金の額の減少並びに剰余金処分の日程  

（１） 取締役会決議日   （予定）      2009 年5 月13 日 

（２） 債権者異議申述公告 （予定）     2009 年5 月26 日  

（３） 定時株主総会決議日 （予定）     2009 年6 月24 日 

（４） 債権者異議申述最終期日 （予定）  2009 年6 月26 日  

（５） 効力発生日 （予定）           2009 年6 月29 日  

 

６． 今後の見通し 

本件は、「純資産の部」 の勘定の振り替え処理であり、純資産合計額に変動はなく、また、業績に与える影響

はありません。 

 

 （注） 上記の内容につきましては、2009 年6 月24 日開催予定の当社第18 回定時株主総会において、承認可決さ 

れることを条件といたします。 

 

以 上 
 
 


